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要　旨
本稿では、監視カメラシステム、映像録画システム、表示システム、赤外線センサ検知システム、フェンスセ
ンサ検知システムを連携させて、大規模な警備系映像監視システムを構築した事例を紹介します。
NECシステムテクノロジーの開発した録画装置、表示ユニットを活用して大規模集中監視とセンサ連携により、
効率的に警備系業務をサポートします。
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1. はじめに

近年、新聞やTVのニュースで、公共の場所での犯罪防止効
果や商店街での防犯設備として、また列車内での迷惑行為を
抑止する装置として、監視カメラ機器の話題が取り上げられ
ることが多く見られるようになりました。
従来の監視カメラシステムでは金融機関、コンビニエンス
ストア、スーパーのレジ付近に監視カメラを設置して、映像
を記録/監視しておき、何か犯罪行為が発生したときに、後か
ら録画映像を検索し犯罪行為を特定するといった簡易なシス
テムが中心で、赤外線センサを設置しているような高級宝石
店でも警備システムとは連動していないなどの問題が残され
ていました。
本システムでは監視カメラシステムと映像録画記録システ
ム、大型映像表示システム、赤外線センサ検知システム、
フェンスセンサ検知システムを連携させて大規模な警備系映
像監視システムを構築していることが大きな特徴であります
（ 図図1 ）。

図1   大型表示モニタへの侵入制御情報表示イメージ

2. 本システムを構成する装置群

(1)監視カメラシステム装置群
IPカメラ約700台をネットワーク機器で接続し、中央監視セ
ンターで集中監視しています。監視カメラのPTZ操作を監
視端末から容易な操作で制御することが可能です。監視カ
メラの映像はネットワーク機器で接続された映像録画シス
テムに常時録画されています（ 写真1 、 写真2 ）。
(2)映像録画システム装置群
監視カメラ映像を約70台の録画装置に記録し、いつでも録
画映像を検索表示することが可能です。録画期間は本シス
テムから設定可能です。録画装置の故障を検知すると自動
的に代替装置に録画を開始するシステムを構築しています
（ 図2 ）。
(3)大型映像表示システム群
約20基の大型液晶表示パネルに監視映像を分割表示し、巡

写真1   監視カメラ
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写真2   録画装置

図2   録画装置システムブロック図

回パターンに沿って常時表示映像を巡回させています。ま
た、後述の各種センサシステムと連携して警報信号発生時
には異常を検知したセンサ付近のライブ映像を中央監視セ
ンターの大型液晶表示パネルに拡大表示し、警報の原因が
何であったかを即時に特定可能なシステムを構築していま
す。
(4)表示ユニット群
約50カ所に表示ユニットを設置し、監視映像を分割表示な
らびに巡回表示させています。
本装置は映像表示専用に特化した構造となっています（ 写
真3 、 図3 ）。
(5)映像監視システムのサーバ群
7台の監視サーバ、8台の配信サーバ、3台の管理サーバ、2
台のデータベースサーバ、2台の制御サーバから成るサーバ
群を構成して、総合的監視システムを構築しています。
今回、本システムの特徴としては、これら監視サーバ群に
よるシステム全体の死活チェックと、制御サーバ群による
センサ機器との警報連携システムを構築していることにあ

写真3   表示装置

図3   表示装置システムブロック図

図4   巡回スケジュール設定画面イメージ

ります。
(6)操作端末群
映像監視システムの監視カメラ操作端末として3台の操作端
末のほか、他警備系業務運用端末5台からも監視カメラ映像
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表   コンビネーションセンサ仕様

図5   フェンスセンサ概要図

の取得と操作が可能なシステムを構築しています。
操作端末では、録画時間の開始・終了パターンをグラフィ
カルに設定可能としており視覚的に判りやすい操作性を
持っています（ 図図4 ）。
また、後述の各種センサシステムの警報履歴から、異常発
生時の履歴を検索すれば、対象エリアにある監視カメラ録
画映像から警報発生時の録画映像を容易に再生表示させる
ことが可能となっています。
(7)赤外線センサ群
敷地外周に赤外線センサとマイクロ波によるコンビネー
ションセンサを設置し約60カ所のエリアを警戒しており、
侵入者を検知するとPLC盤から映像監視システムに情報を
連携させるシステムを構築しています。
赤外線センサは人間の目に見えない赤外線を照射しており、
センサ部が赤外線を遮断されたことにより警報信号を発す
る装置です（ 表 ）。
(8)フェンスセンサ群
外周にぐるりと張り巡らせたフェンスにフェンスセンサを
設置し約20カ所の警戒エリアでフェンスに異常を検知する
とPLC盤から映像監視システムに情報を連携させる仕組み
を構築しています。
フェンスセンサはフェンスに敷設した特殊ワイヤーが震動
を検出することにより警報信号を発する装置です（ 図5 ）。
(9)音声警報装置
中央監視室ならびに警備員が常駐する個所には音声警報装
置を設置しており、センサからの警報信号に連携して監視
カメラシステムからの警戒エリア警報信号に応じて音声警
報を発するシステムを構築しています。
(10)フラッシュライト警報装置
音声警報装置とともにセンサからの警報信号に連携して映
像監視システムの警報信号に応じてフラッシュライトを点
滅させるシステムを構築しています。音声と光で警報を発
することで、より視認性を高めた警報を実現しています。
(11)監視システム全体概要
本システムでは、これらの装置群を活用して、総合的な監
視システムを構築しています。
システム全体概要を 図6 に示します。
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図6   システム全体概要

3. おわりに

以上、大規模映像監視システムには監視カメラによる映像
監視だけでなく、各種センサ機器を機能的に連携させた総合
的なソリューションを構築することが求められています。
本システムで構築した大規模映像監視ソリューションを活
用すれば、警報発生時に警備員のPHSへ直接警戒指令を発す
るシステムを構築することも可能となります。このように警
戒エリア内への不正侵入を効率的に防止することで、国民の
安全と安心を守る総合的な監視ソリューションとして期待さ
れています。
最後に、本システム構築にあたり、監視カメラ機器制御API
を提供していただいたSONYビジネスソリューション株式会社
様、外周警戒センサ機器の警戒信号情報のご提供と現地での
機器調整にご尽力いただいた竹中エンジニアリング株式会社
様に感謝の意を表します。
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